第２回津島市子ども・子育て会議議事録（公開版）
日時
令和６年２月27日（火）午前10時00分から11時00分まで
場所
津島市生涯学習センター
出席者
　渡辺（桜）委員、渡辺（雅）委員、濵島委員、篠田委員、浅井委員、岡本委員
山田委員、花野委員、星野委員、神野委員、佐藤委員、田中委員
平賀委員、横山委員、澤村委員
以上16名
欠席者

　桑山委員、猪飼委員、樋江井委員　以上３名
事務局
　佐藤健康福祉部長、佐藤子育て支援課長、安藤指導保育士、三輪子育て支援GL
瀧川児童保育GL、田山主査、大川主事、健康推進課上野母子保健GL

１．開会
事務局員

２．あいさつ
子育て支援課長
３．議題
（１）子ども・子育て支援事業計画の変更について
（事務局説明）
　資料１～３に基づいて説明。

それでは、議題１ 子ども・子育て支援事業計画の変更についてご説明させていただきま
す。令和６年度において市内施設の利用定員等に変更がありますので、確保方策の見直しを行います。

事前資料としてお配りしました資料２をお願いいたします。こちらは、前回までの第二
期津島市子ども・子育て支援事業計画と今回変更分の新旧対照表となります。

まず、１号認定から３号認定までの確保方策の変更について説明いたします。

図表50　１号認定の確保方策について、特定教育・保育施設を402人から25人増の427
人、確認を受けない幼稚園が150人から０人になり、全体として552人から125人減の427
人に変更いたします。

また、図表51　２号認定の確保方策について、709人から24人減の685人、図表52　１・
２歳児の３号認定の確保方策について、特定教育・保育施設を372人から１人減の371人に変更することにより、全体として379人から378人に変更いたします。

この変更については、令和５年度に確認を受けない幼稚園であった双葉幼稚園が令和６
年度に特定教育施設である新制度に移行した幼稚園に移行することにより、１号認定の定員を入所児童の実態に沿った利用定員数に設定したこと、令和６年度の４月からの受入見込み児童数を鑑み、百島幼稚園・真こども園・昭和幼稚園・ふじなみこども園・あたごこども園・つしま幼稚園より利用定員の変更の届出が提出されたことによるものです。市といたしましては、量の見込みに対しまして確保方策がとれていることから、利用定員の変更を認め、確保方策の変更をする予定でおります。

詳細については、資料１の幼稚園・保育所等確保方策等児童数推移表をお願いします。

この表は、先ほど説明した令和６年度の変更を反映させた認定区分及び施設別の推移表と
なります。

１号認定の確保方策の変更は、百島幼稚園が105人から15人減の90人、双葉幼稚園
が150人から90人減の60人、昭和幼稚園が75人から15人減の60人、つしま幼稚園が65人から５人減の60人に変更することで、全体として125減となります。

２号認定の確保方策の変更は、昭和幼稚園が50人から10人増の60人、真こども園が
39人から９人減の30人、ふじなみこども園が60人から５人減の55人、あたごこども園が20人から５人減の15人、つしま幼稚園が60人から15人減の45人に変更することで、全体として24減となります。

１・２歳児の３号認定の確保方策の変更は、真こども園が17人から1人減の16人、あ
たごこども園が17人から５人減の12人、つしま幼稚園が18人から５人増の22人に変更するで、全体として１減となります。０歳児の３号認定の確保方策の変更はありません。

次に、一時預かり事業の確保方策の変更について説明いたします。資料２にお戻りくだ
さい。令和６年度より、新制度へ移行予定の幼稚園である双葉幼稚園にて一時預かり事業（一般型）を開始する予定です。そのため、図表60保育園その他の場所での一時預かりの確保方策を令和５年度から480人増の10,251人としました。

以上のように確保方策の見直しを行いたいと思います。

また、事前資料としてお配りしました資料３をお願いします。こちらは、資料２と似て
いますが、当初の第二期津島市子ども・子育て支援事業計画から昨年度までの変更分に今回の変更も加えた計画の最新の新旧対照表となります。本日お持ちの第二期津島市子ども・子育て支援事業計画と一緒に保管していただきますようお願いいたします。

子ども・子育て支援事業計画の変更についての説明は以上となります。
（委員）
内容の話ではないんですけども、説明を受けながら資料を見てて、恐らく早くて、ついていけないと思うんですよ。となると結局、僕、ちょっと見てきましたけども100％、今、変更点を全部大きい表を見て、どこが違うかって分かんないですよ。
今、読んでいただいた文章を全員に配っていただいた方が、スムーズに会議が進まれて、
皆さんに変更点の周知が行き届くんじゃなかろうかと今思い、ご報告・ご提案させていただきました。
というのは、僕今この場にいますけど、来年は来年の津島市の会長さんが来られると思うんで、申送りする際に関してもその都度いっぱいに出てこないとついていけませんよ。という、申送りは多分、今後のこういう会議の、子育て事業の会議においてもったいない時間になるんではなかろうかと思いますんで、変更点は読んでいただいたものが纏めてあることだと思いますので、それを事前に見せて頂いていれば、それを見ながら表を見て、ああこうなるんだなと理解していけば、より良く理解できるのではなかろうかと思います。よろしくお願いいたします。
（会長）
今、ご説明いただいた文言のままというのは、ちょっとよく分からないんですけど、
例えば特に注目してもらいたい所、今の下線引いてあったりするんですけど、そこのところも補足説明みたいなのが箇条書きとかでもあると、事前に理解しやすいのかと思いますけどそのあたりがどういった感じですかね。
（事務局）
なかなかこちらの方も準備不足というところでご迷惑をかけておりますが、今ご提案いたこともごもっともと思っております。会長から言われたこともそうだと思います。この表を見るだけではどうなのかということもありますので、提案頂きました通り要点、あとはこういった理由でこう変わるんだよというような部分を含めたようなかたちで今後資料として作成していきたいと思いますので、よろしくお願いします。ありがとうございました。
（委員）
その方がなんか途中で分からなくなった時、ここ分からないですけどと言いやすいと思うんですよね。
と言いますか、１回２回と分けられた方がよろしいかと思います。
（会長）

　ありがとうございます。その他にはいかがでしょうか。
　では続いて議題２について説明をお願いします。

（事務局説明）
それでは、次期子ども子育て支援児童計画について説明をさせていただきます。お手元の資料４をお願いいたします。
現在の子ども子育て支援事業計画は、令和２年度から令和６年度までの５年間の計画となっております。そこで令和７年度から５年間令和11年度までの計画を次期こども子育て支援事業計画として策定します。
次期計画の内容としましては、国から次期計画における量の見込みの算出等の考え方、こちらが昨年９月に示されまして基本的には今の計画における算出方法を基本としております。国の方ではこの考え方の改正を検討しておりまして、その内容を当市の子ども子育て支援事業計画に反映させる予定でおります。ただし、改正の内容につきましては、現時点では不明となっております。
また今年の１月に行いましたニーズ調査に基づき、市民の皆さまのご意見を計画に反映させる予定でございます。あと昨年の第1回の会議の時に報告させていただきました津島市こども計画につきましては令和５年12月に国においてこども大綱が閣議決定されました。今年度末までに自治体子ども計画策定ガイドラインが公表される予定となっておりますので、次期子ども子育て支援事業計画及び次期津島市こども条例推進計画に盛り込める内容がございましたら、検討して参りたいと思っております。
真ん中にあります前回のスケジュールを参考に来年度のスケジュールを説明させていただきます。今年は２回会議を開催いたしましたが、来年度は４回を予定しております。まず前回は７月となっていますが、６月頃に第1回目を開催し、内容といたしましては次期計画の素案を発表します。合わせて今回のニーズ調査・アンケートの最終結果と子ども子育て支援事業計画及びこども条例推進計画の実績報告を致します。
次に８月ですが、６月の第１回目のご意見をいただいたうえでの次期計画の修正案をお示し致したいと思っております。
３回目の会議を11月に行いたいと思っております。こちらは、パブリックコメント開催に向けての計画案の検討を行います。こちらの11月の会議のあと、修正した案をもって、パブリックコメントを１カ月程度行います。
４回目はパブリックコメントの意見を踏まえて、最終案を決定します。４回目は今と同じ時期２月ぐらいを予定しております。その後、市長決裁を経て議会にて報告を行う予定でございます。来年度はこの子ども子育て会議の委員の皆さまのご意見を頂戴しながら、次期こども子育て支援事業計画を策定して参ります。
最後にアンケートについてでございます。昨年の12月に委員の皆さまのご意見を頂戴してアンケートの中身を策定し、本年１月10日に郵送及び各施設へ配布いたしました。提出期限は21日後の１月31日としまして、紙での回答に加え、インターネットでの回答ができるように致しました。
回収率としましては、未就学児が51.4％　就学児が46.8％合計で49.1％となりました。参考までに回答に占めるインターネットでの回答率は、未就学児で33.3％、就学児で36.1％、全体では34.6％となり、約３分の１がインターネットでの回答となりました。
前回のアンケートに比べまして、今回のアンケートの回収率は、未就学児では18.5％、就学児では33.8％、全体では23.5％下がっております。全体としまして、大きく下がった要因といたしましては、今回は就学児の調査について小学校経由でのアンケートの配布・回収を行わず、郵送での配布・回収としたための影響があるかもしれないと思っております。次回の調査を行う際には、回収率の向上のための方法についても検討したいと思っております。現在コンサルさんの方で集計作業及び分析作業を行っております。
この結果を基に将来のニーズや確保方策を検討していきたいと考えております。今回は速報ということで回収率と各項目の単純集計だけ報告させていただきました。なお、今回のデータは速報値となっており、次回の会議でお渡ししますアンケートの最終結果とは一部異なることがあるかもしれません。そのため今回の集計結果につきましては、自席に置いてお帰りいただくか、お持ち帰りになる場合も外部に漏らさないようお願いいたします。以上で私からの説明は終わります。ありがとうございました。
　（会長）
　　ありがとうございました。学校からの配布を今回行わなかったというのはなにか理由があるんですか。
　（事務局）

今回も教育委員会とお話をしたんですが、学校の先生の業務がかなり負担になるということで、今回はご協力いただけなかったと聞いております。
　（会長）
　　難しいところですね、回収率が。就学児の方が確保しやすいのかなと思ったんですけど。学校からの配布が難しかったということですね。分かりました。では、今の資料４について何かご質問などございましたら挙手をお願いします。
　（委員）
質問とかではないんですけど、私も回答させてもらいましたけど、今６歳と２歳の子どもがいて、正直あれを見て書くのはすごく大変だと思いました。あの回答の回収率が少なかったのは、もうちょっと簡潔にまとめて分かり易く答えてもらった方がもう少し回答率が増えるのかなと思いました。
（事務局）
ご意見ありがとうございます。こちらの方もですね、正直アンケートを作成した際にこんなにページ数が・・・あるのかというふうにですねこちらも思いました。特に紙もそうですし、ネットとかだとなかなかあれを最後まで読むのは大変かなと思っております。ただ、こちらに関しましては、基本的なアンケート項目につきましては先ほどご説明したとおり、国の方から、子ども・子育て支援事業計画を策定するために各サービスの量の見込み、こちらを作るためにこういった項目を聞くというように決まっており、それ以外に津島市独自も若干入れてはあるんですが、基本的には国の質問項目があるもので、なかなかあれ以上減らすということが難しいということもご承知おきいただければと思います。ありがとうございました。
（会長）
全国での比較したりする事情もあるため一定の項目が決まっているものがある。でも多分、市民の皆さんの声は、どういうアンケートに意味があって、どういうふうに反映されるのか、今も例えば津島市の課題は？ということで、「答えなきゃ」「多いけど、頑張ろう」と思える何か仕掛けが今後は一層必要になってくるかもしれないですね。
その他はよろしいですか。
　（委員）

今回配布数が1,000ずつの2,000というかたちで設定されてて、回収率がこのようなかたちになっているんですけど、単純に配布枚数を増やすということは考えられませんか。
（事務局）
ありがとうございます。こちらをアンケートとして今後統計をする中で必要な回答数・集計数が必要となっております。ここまで回収率が下がってきますと、もちろん配布数を増やして回答数、回答率が下がった結果、回答率を増やすためにアンケート数・配布数を増やすか、回答率を高めるか・・・どちらかをしないとこれ以上下がってきますと今後統計するうえで有効な回答にならないかもしれませんので次回については検討したいと思っております。ありがとうございます。
（委員）
学校の方がいっぱいとれるんじゃないかという意見があってそれに対しては、教育委員会のほうから先生の業務量が…という意見があって、それについて子育て支援課の方が学校に行ってやるというのはできないんですか。例えばさっき話された部分で言うと分母が2,000あればデータとして信憑性のあるものになるというんだったら、今のままでいいと思いますし。もうちょっと欲しいというのであれば誰かが何かしら動かなければというところになるでしょうし、今のままじゃおっしゃったとおり大変という・・・。先生も大変、保護者も大変、もちろん子育て支援課の方も大変なんですけども、それでデータを上げていくとなるとやっぱり、誰かが動かないといけない。　　　　　　　

　（事務局）

もちろん、教育委員会とちゃんとお話をしたうえで、配布をするのに子育て支援課、担当課が行って配布することは可能、教育委員会・学校とかも受け入れしていただけれればできると思うんですが、例えば配られたアンケートの内容について、ちょっと聞きたいなといった時に、例えばその場で先生とかに聞かれると、先生も回答のお答えが難しいですとか、どういった点が困難な点になっているのかという点を整理したうえで、なんとか回答率が上がるような方策をまた考えていきたいと思っております。
（委員）
電話番号が書いてあるのでないと思うんですけれども。　　　　　　
　（事務局）

そうですけども、やはりお子さんとか保護者の方というのは学校の先生とかに、信頼されてますので聞くこともあると思います。そこらへんはまたちょっと考えていきます。ありがとうございます。

（委員）
なんで僕がこういったことを今、言いたかったかと言いますと、県のPTAの会議とかに行くと必ずその一番最初に学校に置いてあるような雑誌をお願いしに来る方々がいらっしゃいまして、「ゆうゆう」みたいな感じで、例えばなんかの学校の全校集会とかある時にこういうアンケートがありますんでどうぞお願いしますというような顔出し・声掛けでも変わるんじゃないのかなあと思います。
（事務局）

ありがとうございます。今日は教育委員会もいないのでまた検討させていただきたいと思います。
（会長）
はい、続いてその他について事務局からなにかありますか。

（事務局説明）

それでは、その他といたしまして令和６年度の新規事業について１件ご報告をさせていただきたいと思います。本年４月より津島市の総合保健福祉センター２階に津島市こども家庭センターの開設をいたしまして妊娠期から子育て期の一体的な相談支援を行ってまいる予定としております。現在、この津島市総合保健福祉センターの２階に健康推進課がございまして、こちらに母子保健コーディネーターを配置し、母子の相談だったりとか育児の相談を受けております。また同じ保健福祉センターの３階に家庭児童相談室、こちらを設置いたしまして、同じように育児の相談・子ども自身の相談を受付けております。この両方の機関が共に特定妊婦、それから要支援児童等を支援対象としておりますが、それぞれ別々に組織の設置が進められてきた経緯がございます。そこで今回、両機能を組織として一体的に運営することにより母子保健それから児童福祉、両部門の連携・協働を深めまして虐待への予防的な対応から個々の家庭に応じた支援の切れ目ない対応等相談支援体制の強化を図るものでございます。更に相談支援だけでなく支援を必要とされる全ての子どもたち、それから妊産婦等のみなさまのサポートするためのプランの作成、それから多様な家庭環境への支援体制を充実強化するための地域資源の開拓、こちらを担ってまいります。こちらからのご報告としては以上でございます。なお、詳細については細部を詰めているところでございます。ある程度組織の中身・相談内容そういったものがはっきり次第広報紙・ホームページでもまた公開をしていく予定でございます。以上でございます。
（事務局）
続きまして、最後のまとめになりますけども、本日いろいろ時間的に短いですけども、会議の内容につきまして、ご提案いただいた部分について来年度の会議は４回あるということがあります。計画の策定というところになりますので、お忙しいところ申し訳ないんですが、ご協力のほういただきたいと思っております。ご提案いただきましたとおり、内容につきましても、分かり易く要点が決めれるように、みなさん理解できるような内容にしていきたいというふうに思っておりますので、よろしくお願いをいたします。　　
あとですね、今、言いましたとおりこども家庭センターというのが今年４月に開設いたします。国のほうから設置の努力義務ということがあったんですけども、津島市の他の自治体もそうですけども、家庭児童相談室や津島市の健康推進課の中の母子保健グループ、保健師さんの絡み、子育て支援センターも含めて、連携が取れている状況ではございます。別々の連携になっているんですが、縦社会の兼ね合いというか、それが組織一体的にというところで国の方から指示があったというところなので、元々できている部分をもうちょっと横で連携をしていきましょうということで、新たに子ども家庭センターというものを設置させていただきました。よってやることは今までと一緒なんですけども、窓口がちょっと広くなったところで、また市民の方のご相談する窓口が広くなったので、しやすくなってくるんではないかなと思っておりますので。その辺の詳細につきましては広報のホームページで掲載をさせていただきますので、ご覧いただければなあというふうに思っておりますのでよろしくお願い致します。
また、補足になりますけど、次回につきましては令和６年度の第１回目が６月ぐらいにありますけども、こちらにつきましてまた、開催の方の案内をさせていただきたいというふうに思っておりますのでよろしくお願い致します。尚、先ほどもやっぱり連合会長さんもそうですし、PTA会長さんもそうですけど今年度で最後という方もお見えになると思います。その際に、またこちらから再度どなたかをということでお願いするかたちになりますけども、その際はよろしくお願いしたいと思います。こちらの方は以上でございます。
（会長）
この単純集計のアンケートの方は、今日置いてあったので、ここに置いていくかもし　持っていっても取扱い注意でということだったんですけど、ちょっと置いていくには見る時間がなかったかなという気がするんですが。
（事務局）
はい。それぞれ皆さん、じっくり見たいわという方もいれば、パッと見ていいわという方もおられると思います。それはお任せします。ただ今、先ほどお話がありましたようにご自宅にお持ち帰りいただいた場合、外部に出さないようなところで見ていただければ　と思っております。参考にしていただければと思います。
（会長）
速報ということで単純集計なので、クロスをどういうふうにするかというのも国から何か決まったものがありますか。それはもうこちらに任せられていますか。
（事務局）
はい、このアンケートですね、基本的に使ってどういうふうに量の見込みを出すかというクロス集計の方法につきましても基本的に国の方から、算出の考え方が出ておりますので、それに基づいて基本的には行いたいと思います。ただそれがあまり津島市の実態と乖離する場合につきましては、津島市の実態で調整する場合もあります。が、基本的にはまずは、このアンケート結果を基に国の指針どおりの集計をするものというかたちで考えております。
（会長）
私もざっと拝見して、お子さんの子育てをするうえで気軽に相談できる人がいますか？という項目で、いないという方も４％ではあるけれどもきっとここを拾うことはとっても大切になってくるのかなと思うと、それを他のアンケート項目をどう広げるのかとか、アンケート以外のヒアリングを行うとかがとっても重要になってくるのかなあと思いますが。このアンケートの単純集計のところで、もし何か要望というか、折角なので知らないと利益にならないというか。あのおうちに帰られて、じっくり見てもし何かこういうところ、津島市としてもし国から言われてなくても、クロス集計してもらえると関係性が見えるかなとか、もしご意見があればまた伝えていただければと思いますがよろしいですか。
（委員）
子ども・子育て会議ということで　先日こども家庭庁の指導官の方からお話を聞く機会がありまして、その中で今、本当に各園多様な子ども達が共に学んでいるわけなんですが、国の方が５歳児健診というのを進めていくという言葉を聞いたときに今、津島市さん１歳半・三歳と健診があるんですが、５歳児健診」に代わる巡回指導というのを津島市はやっていただいているので、そこはとても丁寧だなと感謝してはいるんですが、やはり園側からだけじゃない保健師さん側からの声、アプローチもあっての子どもさんが就学にスムーズにいけるようにちょっと発達の気になるお子さんに対しては、５歳児健診とまでは言いませんが、３歳児健診でちょっとチェックのあった子は、５歳のもやるよ的なそんな健診というかそういった何か新しいかたちをつくっていただくととてもスムーズにお子さんを就学に向けて、私どもも職員みんなでそういった部分をフォロー・サポートしていけるかなと思っておりますので、ちょっとそこの点を考えていただきたいなと思います。よろしくお願い致します。
（事務局）
津島市の健康推進課では今、３歳児健診のあとは、発達相談ですとか療育の施設に行くようなかたちで保育園や幼稚園と併用しながら子どもさんをみていっている状態なんですけど、国の方からも５歳児健診をということで、時期はちょっと未定ですけども、今後集団でやるのか、巡回のかたちでやるのかというところも含めて、他の自治体の状況もみながら進めていきたいなとは思っています。今後共よろしくお願いいたします。
（会長）
貴重なご意見ありがとうございました。こども家庭庁が発足した一つの大きな目標としては、こどもまんなかにおいて、いろんな関係機関が垣根を越えて手を取り合って連携してというところが、今、問題になっている切れ目ないというところなのかなと思います。
私、先日ある自治体に行ったときに小さな村だったというのもあるんですが、こどもをまんなかにおくというところで、ずーと何十年来されていることが、保健師さん、民生委員さん、保育園の先生、教育委員会の方、その地域の養護教諭の方が月に１回、子ども達の情報共有をしているということをお聞きして、規模が小さいから出来るということもあるかもしれないんですが、これがモデルケースとなっていろんな自治体にも可能な限り波及していくといいなとは思っています。多分先ほどもあった教育委員会・子育て支援課…といろんな課が分かれているとなかなか難しい部分もあるかもしれないんですけれど、可能な限りそこの垣根は越えていけれると本当の意味でこどもがまんなかになっていくのかなと本日思いました。その他折角なので何かしゃべりたい方。
（委員）
今年新１年生になる子どもがいるんですけど、学童についてちょっと聞きたいんですが大丈夫ですか。説明会に参加させてもらって、新１年生からすると納得して申込をするという方ばっかりだと思うんですけど。どうやら明日葉さんが辞退したっていうのを聞いて、料金や金額が変わったりとか、またちょっと揉めているよという話を聞いたんですけど。実際、私は友達からその情報がまわってきて明日葉さんが辞退したんだっていうのを知っているんですけど。料金が変わるんだって知ってるんですけど。他の知り合いがいない新１年生のお母さん達で、学童を申し込んでいるお母さん達には、皆さんそれは知っているんですかね。明日葉さん辞退しましたよってことが。そういうのって私は知らなかったので知らないお母さんもいて、いざ入ってみたら金額がだいぶ高くなってたよとかになっていたら、ある意味詐欺だよねという話は今、していたんですけど。
（事務局）
ご意見ありがとうございます。また今回の件に関しては大変ご迷惑をおかけし、大変申し訳ないと思っております。今、おっしゃられた新１年生の方向けの周知に関しては昨日議会の方で可決されたということで、明日こちらから文書で発送する予定としております。新１年生向け説明会にご出席をいただいた方、また説明会には参加はしていないけど、実際学童の利用でお申込をいただいている新１年生の保護者の方、そういった方には文書でお知らせをさせていただくとともに、来月16日に説明会を開催をさせていただく予定としております。こちらの説明会に出席できない場合でも、こちらの議事録は、市のホームページでも公開をさせていただく予定ですので、そちらの方をご確認いただければと思っておりますし、その利用料金に関する部分は明日発送するお手紙の中でもお知らせする予定をしておりますので、そちらの方でご確認いただけるとありがたいというふうに思っております。以上です。
（委員）
明日葉さんが辞退した理由というのは、その紙に記載されているのですか。
（事務局）
なかなか今回の件を詳細に１枚の文書でまとめるというのは、ちょっと困難ですので、そこに関してはあまり詳細に書いてはいないです。辞退というか、今回は市と明日葉が協議のうえ白紙撤回というかたちにはなってはいますが、説明会の場ではそのあたりの説明もさせていただくということとなっております。先ほども申し上げたとおり、参加できない方に関してはホームページ等でご確認いただくというかたちになろうかと思っております。
（委員）
次期子ども・子育て計画の会議、来年度４回開催されるということなんですが、こちらは、このようなスタイルの会議が４回開催されるんでしょうか。というのは18名総勢で委員の方がいらっしゃると思うんですけど、あまり人数が多すぎて、こんなくだらない質問していいのかしらという方もいらっしゃったりとか、私こういうこと言いたいんだけど、ちょっと緊張しちゃって言えないわというような方もいらっしゃるかなと思ったりもするんですけど。そういうような声を拾っていくのか拾っていかないのかとかというところとか。こうやって事前資料を配られるので、分からなければ事前に問い合わせ先も書いてあるので聞いてくださいよのスタンスでいらっしゃるのか。資料を見て分からなければ先に質問をしておいてください、それに対してお答えしますというスタイルで会議をされるのか、それともどんと資料が出てきてその場でまた皆さんでお話しましょうというようなかたちで進められるのか、どういう形式でやられるのか。４回とも同じような形式でやられるのか、１回はこういうふう・２回はこういうふうというように様々なパターンで試しますなのかをお聞かせいただけますか。
（事務局）

ご意見ありがとうございます。今のところ会議の開催方法につきましてはこういったかたちのですね。集まって頂いての会議の開催を予定しております。ただし、委員さんのおっしゃったとおり、その場ですぐに分かんなかったりですとか、事前にという場合については、いつでも言っていただければ、こちらとしましてはご意見をありがたくいただきたいと思っておりますので。なかなかこういう場ではね、発言をお控えなさる方もいらっしゃると思いますので、その場合はですね事前にでも事後でも言っていただければ、こちらでもやりますし、会議録等をつくる前にいただければ、そういったご意見があったことも会議録に入れたい・載せさせたいと思っております。開催につきましては４回を予定してますが、時期ですとか内容につきましては必ずしも４回やらない場合も・・・。例えば修正、２回目・３回目につきましては当初の素案の修正とかたちになってきますので、あまり例えば修正がなかったりする、そういった場合につきましては、文書等で報告というかたちになる可能性もあると思っております。
（委員）
すみません、私みたいに図々しい人間は結構喋れるんですけど。そうじゃない方がいらっしゃるのが、やっぱりこういう場面でお話することがなかなか慣れない方もいらっしゃると思うので、数を減らしますじゃなくて少人数で開催して、半分でもいいですし、３つに分けてもいいんですよ。でもこちらの皆さんにはご足労をおかけするんですけど、全員いらっしゃらなくてもいいので、こういう資料があって、こういうふうにみんなで腹を割ってしゃべろうじゃないですけど、膝を突き合わせて喋るようなタイミングがあるとより人の温かみの伝わるような計画が出来上がるのかなと・・・。数字ばかり追いかけられるような計画だとなかなか本当の意味で子育ての支援には繋がらないのかなあと思うので。実際に現場にいらっしゃる方であるとか、そういう方の声を私自身この会議で聞きたいな思っていたので。そういった場面をつくっていただきたいなと思いました。以上です。
（会長）
ありがとうございます。多分こういうスタイルが多いかと思いますが、昨日ちょうど私、違う自治体の教育委員会の会議に出たんですね。その時にも、もっと多い人数だったんですが、グループディスカッションの時間がありました。いろいろなグループに分かれて、３つぐらいに分かれてテーマを決めてというかたちでディスカッションをしてきました。それも何年計画のところでここに向けてと同じようなスタイルなんですが、時間的なゆとりもちょっと難しいのかもしれないんですが、そういうところがあっても、折角今日来ていただいてお声を聞いていない方もいらっしゃるので、そういうスタイル等もひとつあってもいいのかなというふうに思います。それも含めてもし、こういうかたちにしてみても・・・、こうだったら自分がちょっと意見が言いやすいとかいうのがあるんであれば、そのあたりを含めてもし委員の皆さまから、子育て支援課の方にお伝えいただいてもいいのかなというふうに思います。
（委員）
今、おっしゃったことと同じようなことを社会保険協議会の方にも言ってきたんですけど、こうやって見渡すと錚々たるメンバーの方がいらっしゃるので。それはやっぱり減らすより、地位のある方々が集まって腹割って話した方がいいことにはなると思うので。ここの会議に関して言ったのは、その答えを略さずに、これについて何か意見があればというようなその議題を事務局の方から1個でも２個でも、もらっていれば考えやすいのかなと思ってて。今日のテーマは変更点じゃないですか。変更点はどうしようもないですね。テーマを何かいただければなぁと。２個目の提案ではあるんですけれど、津島市の子育て、僕の記憶で市長が仰っていたのは、豊田市レベルだというふうにおっしゃってまして、とても手厚いというふうに記憶しているんですけども。それをどうやってお知らせできるのかなぁと思いまして、お知らせの方法とか何かあればなと思っているんですけど。そしたらもっと津島に移り住もうかしらと思うような人が増えたりとか、津島市って手厚いんだみたいなのとかになった方が、きっといろんなものが潤滑に回るんではないかと思うんですね。ただその津島市のメリットをどこで宣伝しているのかなあと。豊田市レベルだとか、手厚いですよっていうところをどうやってアピールできるのかなあと思って。僕は結構個人的に言うんですけれど、津島市は子育て支援手厚いんだわと言っているんですけど、それを市レベルで地域とかこういう団体レベルでできないのかなーと思うんですけど。そしたらまた東西南北のいい力が入ってくれるんではなかろうかと思いますのでその提案がなにかあったらしてほしいと思います。
（事務局）
ありがとうございます。提案を色々といただいております。会議の関係の中でテーマを作ってということでご質問される・ご意見のある方、次回の計画会議の中でも素案等を出させていただくので、その際に意見等ありましたらというふうで事前に言っていただければ、それに基づいて対応・回答させていただく方法もあるかと思います。紙でもメールでもそのようなやり方でやっていこうというように・・・他の会議もそういったやり方をやっていますのでそのへんを参考にというかやっていきたいと思っております。
またありがたいPRの件でございますが、市長も言っております全国トップクラスだということで、子育て支援トータルプランということで掲げているところであります。わたくしども、もちろんホームページ広報、今ラインも使わせていただいてそういった周知をさせていただいているところでございますけども、いわゆるなかなかPRがうまくいかないのか、どういったやり方があるのかといったところになると、やはり提案いただいた皆さん、各関係機関の方でまたPRしていただきたいなと。ご協力いただければなぁと。やっぱり口コミというのも大事かなぁというふうには思っております。見るのも大事ですけど、口コミで聞いて実際どうなのかというのをまた見ていただいて確認していただく。それをまた広げて、拡散じゃないですけど広げていただくというのも一つの手段かなと思っておりますので。もちろん私どもももうちょっとPRの方法は何とかならないかというのは検討させていただくんですが。
（委員）
もっと分かりやすくていいと思うんですけど。津島市の子育て支援レベルトップレベル　
が全国トップレベルと思うだけで。
(事務局)
ありがとうございます。そういった目で見るというのも大事だと思っております。
みなさんもすみませんが、市外の方に津島市はトップレベルだよ。子育て支援がんばっているよと周知いただければありがたいというふうに思っております。よろしくお願いいたします。ありがとうございました。　
（委員）
すみません、もう一押ししたいなと思って。本当にその通りだなというふうに思います。ですのでこの会議のスタイルというか、人数は変わらずに会長さんがおっしゃったようなグループワークの時間を設けるというのは本当に来期から必要かなというふうに思っております。それもですね、私第１期から関わらせて頂いているかと思うんですが、この支援事業計画の中でも、素案が出てきた時にちょっと私が意見をあの申し上げたところ私の意見を採用していただいたといった経緯もございます。ですのでもうちょっとグループワークで本当に今、実際に子育てされている保護者の方たちの言いやすいような環境で、困ったようなこととかご提案とかを、事務局やらもっと支援する側の専門家の方たちがこういった問題だったらこうした方がいいんじゃないかとか、色々意見が出るかなと思いますのでぜひ、来期はそうしていただけるとありがたいと思います。よろしくお願いします。
（会長）
ちなみにですね。そのグループワークの時には、恐らく教育委員会だったので、教育委員会の方がひとりずつそのグループに入って、「今、子育て中のお母さんどうですか？」とか、父母の会会長さんとかに聞きながら、そこでそこと直接的に関わっている支援団体の方とかが「今、こうしているんですけどじゃあもっとこうしようかしら？」とか、「もっと地域を巻き込もうよ」みたいな、すごく活発な意見が昨日出たんですね。ただ２時間半やりました。最初にご説明があって、それを聞いてグループディスカッションをして、コーディネートをしてくれている方のホワイトボードが３グループに一個ずつあって、上手に纏めるんですね。あれはちょっとプロだと思いましたけども。纏めて２０分しっかり話して、それを一回共有して、それぞれのグループで出たこともとても刺激があるので、それに触発されたのでもう一回そのグループの中で、２０分話し合って、ホワイトボードにいっぱい埋まり、それを最終共有して今後の５年計画に活かしていきましょうみたいなかたちで終わっていったのでなんかそれはひとつありかな。グループディスカッションも多分話して、代表者が発表となると埋もれていく部分があるかなとか、しゃべる人が決まっちゃうとかいうところがあるので。やっぱり今、折角とてもいいご提案がありましたのでそのあたりも来年は活かせるといいのかなと。
あと宜しかったでしょうか。これを機にしゃべっていない、しゃべっちゃおうかなという方よろしいでしょうか。というのも緊張しますね。ということでグループワークできるよう来年よろしくお願い致します。事務局の方はよろしいですか。
　これをもちまして第２回子ども・子育て会議を終わらせていただきます。ありがとうございました。
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